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情報提供料の算定の仕方について教え

てください。薬剤情報提供料や長期投

薬情報提供料などを算定した場合には，その旨を

薬歴などに記載することとされています。これら

の点数を算定する場合には，薬剤服用歴管理・指

導料を算定していなければならないのでしょうか。

(匿名希望)

表 各種情報提供料における薬歴に関する規定(抜粋)

[薬剤情報提供料11
(10) 薬剤情報提供料1を算定する場合は，その旨を薬剤JJ日外Jlf.{等に
記録する。

[薬剤j情報提供料21
(7) 柴南1]情報挺供料2 を筑'，tする場合[立，その持を薬剤~]lm !l[等に

起盤主主主

[長期投薬情報提供料11
イ 当核]i'iJ怠文{!Fは，薬剤月日川llli'の記録に添付する等のんー法により保
{tし，当該|司:な文1lJの写しを患者又はその家族等に交付すること。

ウ 「員要な情報」とは，処方せん受付時に提供した薬剤情報以外の

情報で新たに知り得た情報であって句 当該患者の薬剤JlIi附1Mに基づ
まし IJfA薬中の忠者に重大な影響をりえると思われる事項のことであ

り，以下のような悩報が指げられる。

①医薬品緊急安全性情報

G 医薬品等安全性悦執!

オ 必、背の月日柴期間中に新たに情報提供した事項については.，t剤m

調剤をしていて疑問に患ったこと，

医師または患者さんに聞かれて困ったこと，

医師に疑義照会して対応したが

いま一つ納得できないこと，ありませんか?

皆さんの疑問に各分野の専門家がお答えいたします。

どしどし質問してください。

「質問の募集」要項は65頁にあります。

なお，回答は本誌に掲載することによってのみ行います。

電話やファクシミリによる回答はご容赦ください。

また，特殊なケースの質問は

採用されないこともありますので予めご了承ください。

薬剤情報提供料や長期投薬情報提供料など

は，薬剤服用歴管理・指導料の算定のノ~f無

とは関係なく算定することができます。

ilJfi]剤報酬点数表の算定要件(厚生労働省保険局医療課長

過去JJ)において，薬剤情報提供料(1および2)の算定に当

たっては， Iその旨を薬剤l服用歴等に記録する」と明記さ

れています(表)。

また，長期投薬情報提供キ'1-1の算定に当たっては，患者
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!刊l蕊等の記録に記紋する.

[長期投薬情報提供料21
オ ，皆、書の服薬){lJJI¥]rJ1及ひ'処jjせん受付時に縦認したf在、者の服薬状況
等及び指導~)i JWについては 1 薬剤m~同僚等の記録に記載する 。

{服薬情報提供料]

(2) III;!~悩キli.ttH!\料は 次の場合において怠者の|司j立を得て.現に

也i者が受員きしている保険医療機関l二対して，当該忠者のma!状況
について文訟により提供したときに算定する。

ア 処方せん発行保険医療機関から悩報提供の求めがあった局合

イ 長期投薬中の忠者等について.薬剤服用!澄に基っき保険薬局

が忠者のJlIi薬に|刻する悩報提供の必要性を認めた場合

(4) 情報収fJ¥に当たっては，別紙段式1又はこれに準ずる鎌式の文舎

に必"2J.f事項を記載し，法、者が現に診療を受けている保険医療機関

に交付ーし1113主文mの1ぶしを薬剤11日間i壁の記録に添付する等の万
法により保{f.しておく。

(2004年2)J27日保医発第022700I ~~'， I事!J労働省保険局医療謀長通):11より)
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から得た同意文書を 「薬剤m~刷版の記録に添付する等の

方法により保存Jするとともに，服薬期間中に新たに情

報提供した事項を「薬剤服用暦等の記録に記載する」と

されており，長期投薬情報提供料 2の算定に当たっても，

服薬期間中および処jゴせん受付時に確認した服薬状況・

指導事項を f*斉IJNlil+1歴与の記録に記載する」と明記さ

れていますo

しかし，柴剤情報提供米|や長期投端情報提供:'f，ilーなどの

各種情報提供料は，薬斉Iml~)+J 1iiF~T-理-折」尊料の加算て、は

なく，それぞれ独立した点数として設けられています。

それぞれの算定要件で明記されている「楽剤服用歴等に

記録寸るJという意味は，必ずしも調剤報酬点数表にお

ける薬剤服用歴管理・指導料を算定していなければなら

ないということではありません。

~斉IJ月以外J!が管玲(・指導料を算定していなくても，忠三rr

ごと に薬剤服用庇の記録(薬is:)を作成しているケースは

あるでしょうし，そもそも薬剤服用歴管理・指導料は，

所定の算定要件を泊:1たした場合に IH~ り算定できるもので

す。きちんと薬脱がある場合でも，算定安{tlを満たして

いないとし寸 理由から，結果的に業制服用歴管理・指導

料を算定しなかったというケースはー|づ子あり得るものと

考えられます。また，算定した旨を記録することについ

ては， r薬剤1M刷歴等」とされているのであって，必ずし
も柴歴に記録しておかなければならないということでは

ありません。

したがって，薬剤情報提供料ゃ長期投薬情報提供料な

どの独半 した各種情報提供米|については，薬剤服用歴管

理・指導料には関係なく，算定することができます。

次のような処方の場合，調剤料は何点

として算定すべきでしょうか。

① のみが処方されていた場合には.受互服用と

なりますが. 7日間ノルバスクを服用することにな

るので，朝夕食後の1剤 (35点)として算定して良

いのでしょうか。また， ① に加えて① が処方され

ていた場合には. 2剤 (70点)として計算しても良

いのでしょうか。もしくは.朝夕食後の1剤として

計算しなければならないのでしょうか。
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ノルバスク錠5111日 Ui 1 L12厄I(判夕食後) 411分 ※JI一透析LI

ノルパスク錠5mg Ui! 1 I~ llill (夕食後:，日分 ※透析日

ディオパン長t80mg 2錠 1 H 21日I(柑l夕食後) 7卜l分

(埼玉県匿名希望)

①のみが処方されていた場合には l剤(35点)

として，①と②が一緒に処つらされていた場

合には2斉IJ(35点X2)として計算するものと解釈します。

内服薬の調剤料は，同ーの服用l時点ごとに l斉IJとして

日数分に応じた点数を言|算しますが， 調剤報酬点数表の

解釈通知では，図のように特殊なケースまで具体的に明

記されているわけではありません。

①については，朝夕食後(非透析日)と朝食後(透析FI)

で服用11守点が呉なりますが， rJ:'，者にとっては 7日II1Jを通

して同じi歪D(Jrfh (ノルノfスクJA)を月長刑していることにな

りますので，このようなケースについては，特例的な l

刻 (71:1分， 35点)とみなして算定するものとイ考えま寸。

また， ①に力nえて②が同U;¥"に処方されていたような場

合には， ① と②で|司ーの服fl]1時点(朝夕食後)の部分があ

ることから剤としてまとめなければならないと考える

かもしれませんが， ①だけで特例的な l斉IJとしてみなす

ことから，このようなケースについては，①と②でそれ

ぞれl剤(各71::1分， 35点X2斉1])として算定できるものと

考えます。


